
－30 － - 31 －



32 －33 －



34 -  35  -



－36 －37 －



－38 － 39 －



－40 －
41



－42 43



44 45



－46 － －47



48 49



50 51



52

－

ｉ

53



本号の制作には、山崎健と松井章があたり、

表は藤田芙美、小舟みなみ、写真は丸山真史が

補佐した。

魚類の現生骨格標本を収集・製作・保管する

にあたって、多くの方々と機関からの多大なる

ご援助、ご協力を頂いた。以下に記して、謝意

を表したい。（50音順、敬称略）

田名瀬英朋、樋廻理恵子、平囗哲夫、廣藤紀

子、藤田芙美、増田時雄、丸山真史

京都大学フィールド科学教育研究センター瀬

戸臨海実験所附属白浜水族館、近畿大学水産研

究所、滋賀県立琵琶湖博物館、滋賀県立琵琶湖

文化館

表紙：環境考古学研究室が所蔵するトウカイハマギギの分離骨格標本

この骨格標本によって、佐賀県東名貝塚（縄文時代早期）や岡山県彦崎貝塚（縄文時代前・中期）に

おいて、これまで種不明として扱われてきた出土資料がトウカイハマギギの骨であることが判明し、縄

文海進時に生じた地球温暖化の指標となる魚種であることが明らかとなった（松非・大江・田嶋2011)。
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